
環境政策局決算の概要 

１ 決算総括 

令和 3 年度は、厳しい財政状況や長引くコロナ禍の影響を踏まえながら、次の 3

つの分野を中心とした施策を展開した。 

（1）地球温暖化対策 

2050年CO２排出量正味ゼロの達成に向け、事業活動に伴う排出量の更なる削

減を目指し、事業規模に応じて対策の拡充を図るとともに、適応策推進のため、

京都気候変動適応センターを設置した。 

（2）循環型社会の構築 

令和3年度のごみ量は、市民・事業者の皆様の御理解・御協力の下、ピーク

時から 21 年連続で減少し、38.1 万トンとなった。具体的な取組としては食品

ロスや使い捨てプラスチックの削減に引き続き取り組んだほか、令和5年度か

らのプラスチック製品の分別回収に向けた社会実験を実施した。また、安定的

なごみ処理体制の確保のため実施してきた東北部クリーンセンター大規模改修

工事は年度末に完了した。 

（3）生物多様性保全 

生物多様性に関する活動の輪を拡大するため、「京の生物多様性担い手宣言制

度」の創設やポータルサイトの機能充実等の取組を進めた。 

今後も、行財政改革計画に基づく改革・成長に取り組むと同時に、ＳＤＧｓやレ

ジリエンスの理念の下、「はばたけ未来へ！ 京プラン 2025（京都市基本計画）」に

掲げる「地球環境にくらしが豊かに調和する『環境共生と脱炭素のまち・京都』」

の実現に向けて施策を推進していく。 

 

２ 重点取組の実績  

（１）地球環境保全対策  

取組名 実 績 

地球温暖化対策条

例の推進 

・京都府及び総合地球環境学研究所との協働により、京都気候変動適応セ

ンターを設置（令和3年7月） 

再エネの普及拡大

と省エネの推進 

・太陽光発電システム（389件）、蓄電システム（246件）、太陽熱利用シ

ステム（1件）の設置助成 

・「京都0円ソーラープラットフォーム」を活用し、太陽光パネル設置の

可能性がある施設所有者と発電事業者とをマッチング（契約件数14件） 

・太陽光パネルや再エネ電力の購入を価格面で有利にするグループ購入の

展開（登録世帯数1,563世帯） 

庁舎照明設備の

LED化推進 

・区役所・支所等のLED化への支援や、その他の施設の照明設備のLED

化に向けた現状調査等の実施 
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取組名 実 績 

市民による地球温

暖化対策の推進 

・市内全222学区において「エコ学区」への支援を実施 

・「DO YOU KYOTO?」を合言葉に、事業者との連携等による普及啓発を実施 

・京都発脱炭素ライフスタイル推進チーム～2050京創ミーティング～を

発足 

・こどもエコライフチャレンジ推進事業を市立小学校161校で実施 

事業者による地球

温暖化対策の推進 

・大規模事業者、中規模事業者それぞれを対象とした計画書制度の強化、

報告書制度の新設についての説明会等の実施 

・中小事業者における省エネ対策に関するモデルの構築（3件） 

生物多様性保全 ・京の生物多様性担い手宣言制度の創設 

・京の生きもの・文化協働再生プロジェクト認定制度の運用（新規認定数

2件）と拡充 

・ポータルサイト「京・生きものミュージアム」の充実 

・武田薬品工業株式会社京都薬用植物園と連携協定の締結（令和 3 年 12

月） 

・京都市生物多様性プラン(2021-2030)の推進に係る活動交流会の開催（令 

和4年2月） 

・「京の生きもの生息調査」の実施（投稿618件） 

 

 （２）ごみ処理 

取組名 実 績 

２Ｒと分別・リサ

イクルの促進 

 

・平成12年度のピーク時（82万トン）から半分以下（38.1万トン）まで

ごみ量を削減（令和3年度） 

・プラスチック製品の分別回収に向けた社会実験の実施 

・バイオマスプラスチック等の利用促進に係る周知・啓発や、本市施設等

への給水機の設置（119 か所（令和 3 年度末））によるマイボトルの利用

促進 

・宅配・テイクアウトの容器等及び食品の包装に係るプラスチック削減助

成（53件） 

・河川マイクロプラスチック調査の実施 

・AI や IoT 等を活用した食品ロス削減に向けた説明・交流会の実施（令

和3年10月） 

・「食べ残しゼロ推進店舗」認定制度の拡大（認定店舗数1,767件（飲食

店・宿泊施設1,121件、食品小売店646件（令和3年度末））） 

・「てまえどり」の呼びかけ及び食品スーパー・百貨店72事業者で食品等

の販売期限の延長等の取組を実施 

・エコ修学旅行の実施（77校が参加、エコバッグ7,435枚配布） 

・フードバンク等の活動に取り組む団体に対する助成（3件） 

・徹底した紙ごみの分別指導・啓発の実施 
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取組名 実 績 

ごみ減量活動の 

推進 

・地域や学校単位での生ごみ・落ち葉等の堆肥化の取組の推進（生ごみ・

落ち葉等の堆肥化の活動団体に対する助成17件） 

・地域単位で古紙類、古着類、缶・びん類等の資源物を回収するコミュニ

ティ回収等の実施（団体数3,067団体（令和3年度末）） 

・バイオディーゼル燃料として活用する使用済てんぷら油の市民回収の実

施（回収量147,458リットル、1,748拠点（令和3年度末）） 

資源物の分別・リ

サイクルの推進 

・資源物や有害・危険ごみを地域に出向いて回収する移動式拠点回収事業 

の拡充（1,064回） 

事業ごみ減量、分

別・リサイクル 

対策 

 

・パッカー車への廃棄物計量装置導入費用に対する助成（7件） 

・大規模事業所に対するごみ減量指導の実施（減量計画書提出件数2,634

件(提出率100％)、立入指導件数682件、講習会の開催2回、２Ｒ及び分

別・リサイクル活動優良事業所認定件数13件、２Ｒ特別優良事業所認定

件数2件） 

・中小規模事業所に対するごみ減量指導の実施（立入指導件数88件) 

・業者収集やマンションの分別状況に係る現地調査の実施 

家庭ごみ有料指定

袋制の実施 

・家庭ごみ有料指定袋の原料の一部（10％）にバイオマスポリエチレンを

使用する取組を実施 

クリーンセンター

運営・埋立地管理 

・クリーンセンターでのごみ発電によるエネルギー回収の最大化（発電

量1億7,249万kWh/年、売電額14億2,483万円/売電量9,594万kWh） 

クリーンセンター

等整備 

・東北部クリーンセンター大規模改修工事の完了 

 

 （３）廃棄物適正処理対策 

取組名 実 績 

産業廃棄物等適正

処理 

 

 

 

・排出事業者への立入検査の実施（166件） 

・大岩街道周辺地域の継続的な監視活動の実施（職員による監視週2回、

委託による監視週4回(平日昼間2回、平日早朝1回、休日1回)） 

・民間事業者による岡田山撤去作業の指導等を通じた安全･適正かつ計画 

的な事業実施（撤去量41,425m3） 

 

 （４）し尿処理 

取組名 実 績 

し尿収集処理 

 

・未水洗化住居等から排出されるし尿の収集・処理 

（処理量7,146キロリットル、前年度比△19キロリットル） 

観光トイレ制度 ・「観光トイレ」に対する維持管理費用助成（55件）及び施設整備費用助

成（2件）の実施（認定箇所55か所（令和3年度末）） 
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３　環境政策局所管の決算額
（１）一般会計
ア　歳入

イ　歳出

環 境 総 務 費

環 境 保 全 費

ご み 処 理 費

ふ ん 尿 処 理 費

機 材 管 理 費

環 境 施 設 整 備 費

諸 収 入 1,523,109 1,910,329 △ 387,220-

993,552

計 10,255,000 10,033,962 221,038-

款項 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

環 境 費 20,282,000 19,278,748 9,700

（単位：千円）

予算現額 収入済額 差引翌年度繰越額
款

Ａ Ｂ Ｃ Ａ-Ｂ-Ｃ

分 担 金 及 び 負 担 金 24,170 - 24,170-

使 用 料 及 び 手 数 料 4,355,986 4,065,402 290,584-

国 庫 支 出 金 2,829,000 2,822,505 6,495-

府 支 出 金 20,723 31,379 △ 10,656-

財 産 収 入 2,620 2,112 508-

繰 入 金 1,498,392 1,202,235 296,157-

寄 附 金 1,000 - - 1,000

1,938,480 1,764,290 - 174,190

- 581,781

478,100

61,557

8,606,084

498,236 426,979 9,700

8,024,303

23,910

-

101,412

427,398 50,702

227,721 203,811 -

8,533,379 8,431,967 -
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４　環境政策局主要施策の概要

当初予算額(A)
不用額

(F=C-D-E)
(増減額(B)) (翌年度繰越額(E))

千円 千円 千円 千円

一般会計合計 20,282,000 20,282,000 19,278,748 993,552

(9,700)

(1 地球環境保全 666,895 665,889 591,559 64,630

対策） (△ 1,006) (9,700)

環境保全対策 環境基本計画の推進 5,189 5,189 2,902 2,287

地球温暖化対策条例の推進 16,088 16,088 12,146 3,942

地域気候変動適応センターの設置 <新　規>

再エネの普及拡大と省エネの推進 142,200 142,200 118,771 13,729

2050年ＣＯ２ゼロをめざす再エネ最大化アクショ (9,700)

ン
　住宅用太陽光発電システム・蓄電システム・
　太陽熱利用システムの普及拡大など

業

庁舎照明設備のＬＥＤ化推進 6,000 6,000 5,500 500

市民による地球温暖化対策の推進 58,145 58,145 48,807 9,338

「エコ学区」ステップアップ事業
「ＤＯ ＹＯＵ ＫＹＯＴＯ？」推進事業～環境に
やさしいライフスタイルへの転換～
こどもエコライフチャレンジ推進事業

事業者による地球温暖化対策の推進 19,425 19,425 17,553 1,872

事業者の温室効果ガス排出量削減に向けた対策
<充　実>

ＫＥＳ認証取得普及促進

運輸部門における地球温暖化対策の推進 12,573 12,573 10,915 1,658

国際的な地球温暖化対策の推進 11,424 11,424 8,180 3,244

ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂・京都環境文化学術
フォーラム
　　　　など

環境影響評価 5,162 5,162 1,118 4,044

生物多様性保全 16,147 16,147 13,916 2,231

生物多様性保全推進事業 <充　実>

京都環境賞 1,304 1,304 969 335

京（みやこ）エコロジーセンター運営 161,892 161,892 161,290 602

公 害 対 策 ダイオキシン類モニタリング調査 10,518 10,518 10,428 90

大気汚染対策 135,542 135,542 128,078 7,464

大気汚染常時監視、有害大気汚染物質モニタリン
グ調査など

水質汚濁対策 40,296 40,296 29,857 10,439

河川水質・地下水質の常時監視、浄化槽設置補助
など

2050年ＣＯ２ゼロをめざす市民省エネ行動促進事

水素・電気自動車等の次世代自動車普及促進事業

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予算現額
(C=A+B)

決算額(D)

当初予算額の下段の括弧書きは、補正予算額、前年度繰越額、流用・移用等の予算の
増減額、不用額の下段の括弧書きは、翌年度繰越額で、いずれも外数です。

　　（環境政策局－1）
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当初予算額(A)
不用額

(F=C-D-E)
(増減額(B)) (翌年度繰越額(E))

千円 千円 千円 千円

騒音・振動対策 7,923 7,923 7,187 736

自動車騒音・道路交通振動調査など

(2 ごみ処理） 19,068,834 19,069,840 18,234,020 835,820

(1,006)

ご み 減 量 、 ２Ｒと分別・リサイクルの促進 95,851 95,851 69,912 25,939

リサイクルの プラスチック製品の分別回収に向けた社会実験
推進 <新　規>

使い捨てプラスチック削減推進事業 <充　実>

　係るプラスチック削減助成
　河川マイクロプラスチック調査
ＡＩやＩｏＴ等を活用した食品ロス削減 <新　規>

食品ロス削減等推進事業
紙ごみ削減推進事業
「京都市循環型社会推進基本計画」の進捗管理

イベント等のエコ化の推進　
　　　　　　　　　　　など

環境施設見学会「ごみ減量エコバスツアー」 7,500 7,500 1,491 6,009

ごみ減量活動の推進 312,324 312,324 278,149 34,175

生ごみ減量推進事業
　地域における生ごみ堆肥化など
生ごみ・落ち葉の堆肥化等の活動支援

　成

　成
コミュニティ回収等の集団回収事業

量活動の推進
廃食用油燃料化事業

　　使用済てんぷら油の市民回収奨励事業
　廃食用油燃料化施設運営、保守管理

資源物の分別・リサイクルの推進 153,260 153,260 115,960 37,300

資源物の拠点回収の推進
移動式拠点回収事業
資源物の持去り禁止等啓発パトロール

空き缶、空きびん、ペットボトルのリサイクルの 616,234 616,234 566,199 50,035

推進
資源リサイクルセンター運営、保守管理
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

プラスチック製容器包装のリサイクルの推進 387,270 387,270 352,635 34,635

圧縮梱包施設運営、保守管理
　　　　　　　　　　　　など

事業ごみ減量、分別・リサイクル対策 12,538 12,538 5,124 7,414

　廃棄物計量装置導入支援事業
排出事業者に対する指導啓発
業者収集マンションごみの分別啓発

一般廃棄物処理業者指導 2,202 2,202 1,384 818

決算額(D)

　宅配・テイクアウトの容器等及び食品の包装に

　事業者報告制度、市民モニター制度の運用など

　電動式生ごみ処理機やコンポスト容器の購入助

　生ごみ・落ち葉の堆肥化の活動団体に対する助

市民・事業者とのパートナーシップによるごみ減

予算現額
(C=A+B)

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要

　　（環境政策局－2）
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当初予算額(A)
不用額

(F=C-D-E)
(増減額(B)) (翌年度繰越額(E))

千円 千円 千円 千円

基金積立金 1,166,500 1,204,909 1,204,908 1

家庭ごみ有料指定袋の収入相当分（製造経費等を (38,409)

除く）の環境共生市民協働事業基金（京都市民環
境ファンド）への積立

ご み 収 集 家庭ごみ有料指定袋制の実施 645,000 645,000 623,766 21,234

指定袋の製造、保管、配送経費

定期、資源ごみ収集 3,098,712 3,098,712 3,031,747 66,965

定期収集
　週２回、定曜日収集
空き缶、空きびん、ペットボトル分別収集
　週１回、定曜日収集
プラスチック製容器包装分別収集
　週１回、定曜日収集
小型金属類、スプレー缶分別収集
　月１回、定曜日収集

大型ごみ収集 411,506 411,506 409,907 1,599

ま ち の 美 化 「世界一美しいまち・京都」の推進 30,396 30,396 21,261 9,135

観光地等における美化・啓発活動

家庭ごみの防鳥用ネット貸出事業

不法投棄・散乱ごみ対策等 105,902 105,902 98,748 7,154

観光地等における散乱ごみ対策
地域団体への不法投棄監視カメラ等の貸与
不法投棄ごみ収集
　　　　　　　など

クリーンセン クリーンセンター運営 3,846,087 3,846,087 3,575,983 270,104

ター運営・埋 焼却炉運転、残灰処理、保守管理、南部クリーン
立地管理 センター環境学習施設の運営など

北部クリーンセンター関連施設運営 49,376 49,376 39,855 9,521

埋立地管理 600,028 600,028 542,071 57,957

東部山間埋立処分地等運営

クリーンセン クリーンセンター焼却炉等改修 80,069 80,069 74,889 5,180

ター等整備
南部クリーンセンター整備事業 19,250 19,250 17,499 1,751

旧破砕施設跡地整備

東北部クリーンセンター大規模改修工事 6,630,738 6,630,738 6,622,097 8,641

埋立処分地整 東部山間埋立処分地整備 54,576 54,576 45,162 9,414

備 進入道路維持補修工事、雨水流入対策工事など

広域最終処分場建設負担金 35,238 35,238 34,455 783

(3 廃棄物適正処 57,984 57,984 20,657 37,327

理対策）
産業廃棄物等 産業廃棄物に関する資源循環の推進 4,139 4,139 3,117 1,022

適正処理

廃棄物排出事業者指導 14,643 14,643 8,164 6,479

事業場の立入調査、監視パトロールなど

排出事業者と処理業者をつなぐ仕組みの構築など

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予算現額
(C=A+B)

決算額(D)

ごみ収集福祉サービス（まごころ収集）等の実施

市民ボランティア団体等による清掃活動への支援

　　（環境政策局－3）
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当初予算額(A)
不用額

(F=C-D-E)
(増減額(B)) (翌年度繰越額(E))

千円 千円 千円 千円

廃棄物処理業者等許可・指導 8,200 8,200 4,732 3,468

廃棄物処理法及び自動車リサイクル法関連許可・
指導など

大岩街道周辺地域対策 6,502 6,502 4,639 1,863

岡田山撤去関連事業など

(4 し尿処理) 488,287 488,287 432,512 55,775

し尿収集処理 収集処理費など 332,539 334,826 326,623 8,203

(2,287)

公衆トイレ等 公衆トイレ清掃・維持管理など 132,844 130,557 92,248 38,309

維持管理 (△ 2,287)

観光トイレ制度 22,904 22,904 13,641 9,263

　
基金積立金の状況
基金積立金 1,168,165 1,205,057 1,205,055 2

(36,892)

環境共生市民協働事業基金
　公共施設等整備管理基金

有料指定袋制の実施に伴う財源（有料化財源）の活用一覧
（1）環境政策局の活用事業（再掲） 1,460,600 1,460,600 1,160,144 300,456

124,200 124,200 78,872 45,328

　使い捨てプラスチック削減推進事業
　ＡＩやＩｏＴ等を活用した食品ロス削減
　食品ロス削減等推進事業
　紙ごみ削減推進事業
　イベント等のエコ化の推進
　　　　　　　　　　　　など

環境施設見学会「ごみ減量エコバスツアー」 7,500 7,500 1,491 6,009

ごみ減量活動の推進 129,000 129,000 117,122 11,878

　生ごみ減量推進事業
　生ごみ・落ち葉の堆肥化等の活動支援
　コミュニティ回収等の集団回収事業

　減量活動の推進
　使用済てんぷら油の市民回収奨励事業

資源物の分別・リサイクルの推進 149,800 149,800 100,512 49,288

　資源物の拠点回収の推進
　移動式拠点回収事業
  資源物の持去り禁止等啓発パトロール

244,300 244,300 101,816 142,484

推進

プラスチック製容器包装のリサイクルの推進 313,600 313,600 302,541 11,059

「世界一美しいまち・京都」の推進 14,000 14,000 12,731 1,269

　援
　家庭ごみの防鳥用ネット貸出事業

空き缶、空きびん、ペットボトルのリサイクルの

　市民ボランティア団体等による清掃活動への支

２Ｒと分別・リサイクルの促進
　プラスチック製品の分別回収に向けた社会実験

　市民・事業者とのパートナーシップによるごみ

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要
予算現額
(C=A+B)

決算額(D)

　　（環境政策局－4）
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当初予算額(A)
不用額

(F=C-D-E)
(増減額(B)) (翌年度繰越額(E))

千円 千円 千円 千円

地域団体への不法投棄監視カメラ等の貸与 1,700 1,700 - 1,700

地球温暖化対策条例の推進 5,000 5,000 4,934 66

再エネの普及拡大と省エネの推進 122,200 122,200 103,771 18,429

　2050年ＣＯ２ゼロをめざす再エネ最大化アク

　ション

　事業

市民による地球温暖化対策の推進 52,500 52,500 39,630 12,870

　「エコ学区」ステップアップ事業

　にやさしいライフスタイルへの転換～
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

1,200 1,200 1,129 71

南部クリーンセンター環境学習施設の運営 71,300 71,300 71,295 5

東北部クリーンセンター大規模改修工事 224,300 224,300 224,300 -

（2）環境政策局以外の活用事業（再掲） 114,900 114,900 101,244 13,656

62,200 62,200 62,177 23

源対策～（産業観光局）

既存住宅の省エネリフォーム支援事業 27,700 27,700 20,167 7,533

（都市計画局）

区役所・支所等ＬＥＤ化推進事業 25,000 25,000 18,900 6,100

（文化市民局）

（3）京都市民環境ファンドへの積立 70,000 70,000 70,000 -

　　

有料指定袋制の実施に伴う財源（有料化財源）の 1,645,500 1,645,500 1,331,388 314,112

活用額　(1)+(2)+(3)

京都市民環境ファンド（有料化財源の積立分）の令和3年度末残高

※実質積立額：令和3年度末残高から令和4年度当初予算活用分を差し引いた金額

令和3年度決算の確定に伴い増加した積立分 352,520

指定袋製造経費の高騰に備えた積立分 150,000

計 744,505

最先端技術を活かした再生可能エネルギー分野などへの中長期的な活用に
向けた計画的な積立分

70,000

指定袋製造経費の入札減等を次年度以降に活用するための積立分 524,505

令和4年2月市会時点での積立分
（うち令和4年度予算活用分  171,900）

171,985

　などへの中長期的な活用に向けた計画的な積立

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要

　2050年ＣＯ２ゼロをめざす市民省エネ行動促進

　「ＤＯ ＹＯＵ ＫＹＯＴＯ？」推進事業～環境

水素・電気自動車等の次世代自動車普及促進事業

森の力活性・利用対策～地球温暖化防止森林吸収

　最先端技術を活かした再生可能エネルギー分野

予算現額
(C=A+B)

決算額(D)

（実質積立額 85）

（実質積立額 572,605）

（実質積立額 352,605）

　　（環境政策局－5）
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